
「公共施設等における県産材利用
推進方針」の進捗状況について 



公共施設等における県産材利用推進方針  策定の経緯 

岐阜県森林づくり基本条例 施行 
 

基本条例の趣旨を踏まえ、公共施設等における県産材
利用推進方針（県方針）を策定（H19～H23） 
 

公共建築物等における木材の利用の促進に関する法
律（木材利用促進法）施行 
 

木材利用促進法の趣旨を踏まえ、県方針を一部改定 
 

第２期の県方針を策定(H24～H28) 

H18. 5.21 
 

H19. 4. 1 
 
 

H22.10. 1 
 
 

H23. 3. 2 
 

H24. 4. 1 
 

2 



基本方針 ～ 公共施設等における県産材利用推進方針 ～ 

 県は、木材のもつ優れた特性を活かし、心豊かな人を育む教育環境づくり、とも
に支え合う安心して暮らせる健康福祉社会づくり、快適な生活環境の創出等をめ
ざすとともに、健全で豊かな森林づくりに資するため、費用面で著しく合理性を欠
かない範囲内において、以下の方針により市町村、団体との協力のもと、公共施
設等における県産材利用に総合的に取組むものとする。 

○県有施設及び県土木工事等における取組 

（１）建築工事における利用の推進 （数値目標設定） 

（２）街づくりにおける利用の推進 

（３）備品等における利用の推進 

（４）木質バイオマスの利用の推進 

（５）土木工事における利用の推進 （数値目標設定） 
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○ 施設整備目標 ： ５年間（Ｈ２４～Ｈ２８）で３７施設（ 単年度７施設程度） 

H24 H25 H26(予定) H27 H28 

単年度 8(1,330,729) 7 (291,294) 7 (248,392) － － 

木造化 1 (27,825) 4 (197,531) 3 (145,553) － － 

内装 7 (1,302,904) 3 (93,763) 4 (102,839) － － 

累計 8  15 22 － 37（目標） 

進捗率 22% 41% 59% － － 

単位：施設 （千円） ○ 実績 （施設数（事業費）） 

県の建築工事における県産材利用方針 
• 法令で耐火建築物とすること、または、主要構造部を耐火構造とすることが求められな
い低層の建築物は、原則として木造化を図ること。 

• 木造化が困難な場合、または改修を行う施設においては、県民の目に触れる部分を中
心に積極的に内装木質化を図ること。 

個別方針 ～ 公共施設等における県産材利用推進方針 ～ 
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県有施設の木造化・内装木質化実績（見込み） 

H24 H25 H26 

施設数 ８施設 
（うち木造 １施設） 

７施設 
（うち木造  ４施設） 

７施設 
（うち木造 ３施設） 

教育施設 岐阜本巣特別支援学校 
下呂特別支援学校 
飛騨特別支援学校 
飛騨吉城特別支援学校 
羽島北高等学校 
東濃高等学校 

大垣特別支援学校 飛騨特別支援学校 
飛騨特別支援学校日赤分校 

福祉施設 寿楽苑 ひまわりの丘 寿楽苑 

警察施設 福岡駐在所（木造） 表佐駐在所（木造） 

国府駐在所（木造） 

安川交番 
 

日野駐在所（木造） 

伊自良駐在所（木造） 

旭ヶ丘駐交番 

その他 動物愛護センター（木造） 

農業大学校現場管理棟（木造） 

就農センター事務研修棟（木造） 
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木造の県有施設 

＜利用者等の評価＞ 
• 地域から木造の要望があった 
• 来館者からもよい評価を得ている 
• 温かみのある明るい雰囲気 
• 目にも優しく、香りが心地よい 

○動物愛護センター（Ｈ２５） 
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木造の県有施設 

○表佐駐在所（Ｈ２５） ○国府駐在所（Ｈ２５） 
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○安川交番（Ｈ２５） 
  （内装木質化） 



県有施設の内装木質化 

○大垣特別支援学校（Ｈ２５） 

＜利用者等の評価＞ 
• 教室全体が明るくなった 
• 温かな雰囲気の中、生徒の情緒が安定してきた 
• 床に座っての活動が容易となり、小集会がしやすくなった。 
• 掃除がしやすくなり、清潔感が向上した 
• 生徒の転倒や衝突にも衝撃が柔らかくなったと思われる 8 



県有施設の内装木質化 

＜利用者等の評価＞ 
• 清潔感がある 
• 汚れが付きにくく掃除しやすい 
• 雰囲気が温かく感じる 
• 暖房効果が高まった感じ 
• 子どもたちが精神的に落ち着いた感じ 

○飛騨特別支援学校（Ｈ２４） 
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県有施設の内装木質化 

＜利用者等の評価＞ 
• 施設が明るい印象になった 

• とてもやわらかく落ち着いた印象を

受ける  

○ひまわりの丘第２学園（Ｈ２５） 
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公共施設等における木材利用量（H24～H28） 

○ 木材使用量目標 ： １５，８００㎥ （Ｈ２４～Ｈ２８ 単年度平均 ３，１６０㎥） 

H24 H25 ・・・ H28 主な工法 

単年度 4,459 5,346 － 

県有施設 37 141 － 木造化、内装木質化 

土木工事 4,422 5,205 － 

県土整備部 
都市建築部 

336 1,138 － 法面保護工（基盤材）、沈床工、護岸工 

農政部 2,086 1,483 － 暗渠排水工（疎水材）、木柵工 

林政部 1,999 2,584 － 
木伏工、柵工、筋工、まく板型枠、合板型枠、 
法面保護工（基盤材） 

累計 
 (進捗率) 

4,459 
(28%) 

9,804 
(62%) 

15,800 
(目標) 

○ 木材使用量実績 単位：㎥ 
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土木工事における県産材の利用状況 

○河川工事における木工沈床工 
大垣市 杭瀬川 

（平成２５年度 公共社会資本整備総合交付金事業） 
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土木工事における県産材の利用状況 

○ほ場整備における暗渠排水工事での木材チップの利用 
海津市 高須輪中地域 

（平成２４年度 県営農業体質強化基盤整備促進事業） 
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土木工事における県産材の利用状況 

○治山ダム工事におけるヒノキ合板型枠 

白川町 白山地域 

（平成２５年度 予防治山事業） 14 


